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 島の生活 

広島城北医会 会計 黒澤 逸郎（8回生） 

偶然と必然 

        広島城北医会 総務 國木 弘道（2回生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ドクター城北に寄稿します。 

前会長としては広島城北医会の歴史などを書くべきでし

ょうが、それは発足時の詳細をより把握されている河瀬徹

先生にお願いしたいと思います。今回は私が経験した健診

者と関連論文を紹介し、偶然と必然にスポットをあててみ

たいと思います。健康診断で平成 27 年 4 月来院された 59

歳の男性は、偶然にも喀痰細胞診で悪性細胞が発見され、

RET/CT検査で咽頭部位に取り込みをみ、九州がんセンター

で上咽頭部扁平上皮癌との確定診断となりました

（TIN0M0)。広大病院耳鼻咽頭科で入院治療を受け、8月終

わりに完治退院となりました。この過程でふと山口大学の

教官時代学生との論文読み会で Brugarolas の論文を読んだ

記憶が偶然よみがえり広大図書館から取り寄せました

（Lancet1980 年）。その内容の概略はチオプロリン（チオ

ラ錠®）投与により癌化した細胞が正常化する（Reverse

Transformation）とのものでした。この中で咽頭癌も紹介さ

れ、使用した 4 例全例に有効であったとありました。先の

患者に｛この治療を試してみる？」と問うと「ぜひやりた

い」との返事で、放射線・化学療法が始まる前と治療開始

直後まで行い一定の効果が見られました。その後先の論文

以外にチオラ療法有効との掲載論文は見いだせないのです

が……。突然思い出した偶然に驚き、患者が完治した報告

に喜んだ自分があります。この方は発症時には禁煙されて

いましたがお酒は飲んでいました。もう一例咽頭癌の人を

経験しました。この方はまず 62歳の人間ドックで食道癌が

見つかり ESD治療で完治、その後咽頭癌（63歳）、肺癌（65

歳）とトリプル癌となった男性です。従前より咽喉頭癌と

食道癌の合併はいわれており、この方も例外ではなく（必

然）、嗜好品に喫煙と飲酒があります。 

 これ等の事を城北 15 回生の耳鼻科医國本先生にお尋ね

したところ、ウイルス発癌（EB・パピローマウイルス）が

強く疑われ、飲酒・喫煙もリスクファクターと教わりまし

た。 

皆さんも偶然と必然がいろいろとおありでしょうが…… 

8回生の黒澤です。島で生まれ（音戸町立病院）、島

で生活しています。全校生徒が、100人に満たない小学

校を卒業し、同級生は11人で、その両親の半数以上に、

引導を渡してまいりました。 

 他にはない、島の地域医療の特徴としては、エイに刺

された。オコゼに刺された。カナコギに刺された。クラ

ゲに刺された。等があります。最近、蝮の話を聞かなく

なったのは、猪が食べてしまったからでしょうか。又、

家族で釣り遊びに来て、親が子供を釣ってしまって、診

療所のチャイムが鳴らされる事もよくあります。 

 公務としては、小学校校医、保育所園医、警察産業医

を務めています。それぞれ、良い経験を積み、勉強にな

ります。 

 島の生活のささやかな変化は、昭和36年12月 3日、

音戸大橋が建設された事です。初めは、人の流入です。

小学校は500人以上となった事もありますが、子育て層

の流入が徐々に減り、私が開業した頃には300人余りだ

ったのが、20年後の現在は200人を下回るようになり、

島も高齢化が進んでいます。 

 悲観的な事ばかりでなく、平成25年 3月に、第2音

戸大橋ができて、朝夕の交通渋滞が解消し、通勤・通学

が、便利になり、又、サイクリング・キャンプ等の行楽

の人たちが、増加しているようです。 

多少の不便を我慢すれば、島の生活も、良いものです。

 さて城北医会も、創生期の頃と較べると、ますます盛

んになっていると感じます。 

 城北医会の隆盛を、祈念しております。 
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平成２６年３月２６日（水） 
広島城北医会幹事会 
議 題：平成２６年度年事業予定の立案 
平成２６年５月１１日（日） 
広島城北高校同窓会奨学金チャリティーゴルフコンペへの 
参加・協賛 
場 所：リージャスクレストカントリークラブ 
平成２６年６月１２日（木） 
広島城北中・高等学校健康診断への協力 
平成２６年６月１８日(水) 
広島城北医会、歯科医会合同幹事会 
議 題：①広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会・ 

懇親会について 
    ②広島城北中高校文化祭参加について 
平成２６年６月２６日（木） 
広島城北医会学術講演会 
場 所：ホテルグランヴィア 
演 者：江草玄士クリニック 院長 江草玄士先生 
演 題：糖尿病の薬物治療・現状と展望 
平成２６年９月２４日（水） 
広島城北医会役員会 
議 題：①総会開催について 

②広島城北医会年会費について 
③広報誌ドクター城北について 

平成２６年１１月１６日（土） 
広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会・懇親会 
場 所：広島アンデルセン 
講演会 
演 者：広島みらい法律事務所大竹支店支店長 

丸亀日出男 弁護士（３９回生） 
演 題：身近なトラブルへの対処法 
懇親会 
平成２７年３月 
広島城北医会幹事会 
議 題：平成２７年度事業予定の立案 

役職 　

会長 長井

沖宗

田中

平昭

金谷

水入

黒澤

國本

竹岡

佐藤

生塩

木坂

國木

河瀬

広報

監事

副会長

総務

会計

学術
平成2７年度 広島城北医会 事業計画（案）

）平成２７年３月４日（水） 
広島城北医会幹事会 
 議 題：平成２７年度年事業予定の立案 
）平成２７年５月１０日（日） 
広島城北高校同窓会奨学金チャリティーゴルフコンペへの 
参加・協賛 
場 所：リージャスクレストカントリークラブ 
）平成２７年６月１１日（木） 
 広島城北中・高等学校健康診断への協力 
）平成２６年６月２４日(水) 
広島城北医会、歯科医会合同幹事会 
議 題：①広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会・ 

懇親会について 
     ②広島城北中高校文化祭参加について 
）平成２７年６月２７日（土） 
広島城北医会学術講演会 
 場 所：エンジェルパルテ ４Ｆ デューク 
 演 者：霞クリニック 院長 北村 直幸先生 
 演 題：開業医のための画像診断・最近の話題 
     （どこまで診断できるか？） 
）平成２７年１０月５日（月） 
広島城北医会役員会 
議 題：①総会開催について 

②広島城北医会年会費について 
③広報誌ドクター城北について 

）平成２７年１１月７日（土） 
広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会・懇親会 
 場 所：広島アンデルセン 
 講演会 
演 者：池谷公次郎  
 演 題：私の野球人生 
懇睦会 
）平成２８年３月（予定） 
 広島城北医会幹事会 
 議 題：平成２８年度事業予定の立案 

広島城北医会役員名簿 

氏名 期 所属

　敏弘 6 医療法人ハンス

　正明 5 おきむね医院

　宏卓 6 養神館病院

　浩司 7 南海田病院

　雄生 9 金谷医院

　寛純 25 水入クリニック

　逸郎 8 黒澤波多見診療所

　優 15 耳鼻咽喉科くにもと医院

　秀生 9 東雲クリニック

　悟郎 23 草津病院

　元章 8 生塩眼科

　智彦 29 広島大学循環器内科

　弘道 2 医療法人社団おおうち総合健診所

　徹 3 瀬戸ハイム内科



広島城北医会開業医会員 

広島市　中区 広島市安佐南区

瀬分　　裕 1期 医療法人社団瀬分内科医院 冨士田　豊　 3期 冨士田循環器内科
國木　弘道　 2期 おおうち総合健診所くにき内科 大中　稔文　 11期 大中内科医院
小田　一成　 10期 小田耳鼻咽喉科 國本　　優　 15期 耳鼻咽喉科くにもと医院
津田　雅敏　 12期 津田内科小児科医院 加藤　寿陽　 16期 医療法人社団マキツボ整形外科クリニック
津田　哲也　 13期 津田耳鼻咽喉科医院 原田　昌彦　 17期 医療法人社団三矢会原田医院
貞岡　達也　 14期 貞岡耳鼻咽喉科クリニック 田代　　亨　 22期 田代耳鼻咽喉科医院
伊藤　欣朗　 23期 伊藤内科医院 水入　康弘　 22期 水入皮フ科クリニック
河面　智之　 23期 河面内科内科 前田　元朗　 23期 前田皮ふ科医院
日域　大輔　 25期 おおうち病院 辰上　雅名　 27期 辰上内科医院

金林　秀則　 25期 金林耳鼻咽喉科
土井　光 28期 土井神経内科クリニック 広島市安佐北区

中西　重清　 3期 中西内科
広島市東区 今田　岳男　 16期 医療法人社団飛翔会高陽整形外科スポーツクリニック

金谷　雄生　 9期 金谷医院 西山　賢治　 25期 西山整形外科胃腸科
浜村　宣宏　 15期 浜村耳鼻咽喉科 井口　雅之　 28期 医療法人仁医会　井口医院

上田　直之　 21期 上田耳鼻咽喉科
小澤　　敦　 21期 小沢医院 広島市佐伯区

山村　基成　 22期 山村眼科 林　　和成　 2期 林クリニック
水入　寛純　 25期 水入クリニック 小田　　薫　 10期 小田医院
松岡　龍雄　 26期 広島第一病院 桧田　　泰　 24期 医療法人社団初仁会桧田病院

今井　崇勝　 25期 今井耳鼻咽喉科医院

広島市南区

竹内　仁志　 4期 竹内クリニック（外・胃・内） 広島市安芸区

長井　敏弘　 6期 医療法人ハンス 沖宗　正明　 5期 おきむね医院
生塩　元章 8期 生塩眼科 畑川　祐一郎　 20期 畑川小児科医院
川堀　勝史　 8期 三渓会  川堀病院 根石　泰徳　 26期 医療法人社団泰山会根石医院

竹岡　秀生　 9期 東雲クリニック
和田　秀毅　 10期 和田耳鼻咽喉科
太田　行紀　 17期 耳鼻咽喉科おおたクリニック
中谷　玉樹　 17期 中谷外科医院
川崎　雅也　 24期 川崎産婦人科

広島市西区

藤浪　一宏　 5期 藤浪医院
宮脇　修二　 5期 宮脇耳鼻咽喉科医院
天野　幹三　 9期 広島クリニック
川瀬　　清　 12期 川瀬内科・循環器科
平岩　健太郎　 13期 医療法人ひばり　平岩内科
井上　寛己　 21期 井上内科胃腸科
信原　宏礼 21期 くすの木クリニック
佐藤　悟朗　 23期 草津病院

竹原市

浅野　　稔　 12期 浅野内科医院

安芸郡

河瀬　　徹　 3期 瀬戸ハイム内科 庄原市

平昭　浩司　 7期 南海田病院 国原　玄一郎　 3期 国原医院
小坂　大策　 8期 小坂内科医院 林　　　充　 3期 林医院
梶梅　輝之　 22期 向洋こどもクリニック 小山　晋一　 22期 ふる里診療所
藤東　淳也　 22期 産科・婦人科　藤東クリニック 戸谷　誠二　 24期 聖仁会戸谷医院

豊田郡 三次市

釈舎　龍三　 12期 医療法人妙好会ときや内科 小川　徹郎　 2期 医療法人輝眸会 小川眼科
田村　淳　 21期 田村医院 野村　俊也　 6期 医療法人野村内科医院

岡崎　哲和　 15期 医療法人社団岡崎医院
廿日市 藤谷　　薫　 19期 藤谷クリニック

高野　　明　 2期 たかの耳鼻咽喉科医院 箕岡　康明　 23期 箕岡内科医院
清光　六郎　 3期 せいこう胃腸科外科 松尾　洋一郎　 24期 松尾整形外科リハビリクリニック

宮河　真一郎　 17期 宮河小児科医院
鼻岡　新治　 27期 鼻岡内科医院 江田島市

砂堀　　亨　 6期 医療法人社団砂堀医院

東広島市

埜田　和之　 15期 のだ医院 因島市

山本　滋　 17期 山本内科医院 藤井　　温　 12期 医療法人社団藤井医院

武島　裕爾　 18期 アソカの園　武島医院

尾道市

呉市 高亀　良治　 5期 医療法人社団樹良会高亀医院

黒沢　逸郎　 8期 黒沢波多見診療所 宮野　良隆　 6期 （医）みやの耳鼻咽喉科
伊藤　克浩　 14期 医療法人社団伊藤医院 西　　俊雄　 8期 （医）西医院

菅田　宗樹　 23期 医療法人社団たつき会菅田医院

福山市

安芸高田市 市川　勉　 27期 内海町いちかわ診療所

増田　幹雄　 1期 医療法人社団　増田内科小児科医院
中村　眞己　 2期 中村医院
香川　佳博　 3期 佐々木クリニック
佐々木　龍司　 9期 佐々木医院

上記の皆様より会費をいただいております。 
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新規開業インタビュー 
向洋こどもクリニック 院長 梶梅 輝之先生(22回生)

北卒業後から開業までー 

２５年６月１日、安芸郡府中町（向洋駅北口）に「向洋こどもクリニック」を開院いたしました。中学・高校時代は戸坂に住居が

基本的には徒歩で、時にどさくさに紛れて自転車で通学しておりました。高校時代は放送部に所属し、３年生では部長をさせてい

ていました。これといった活躍もなく、ただ昼休憩に音楽を流すだけの活動でした。 

は医療職ではありませんが、バブル景気にあやかり川崎医科大学に入学できました。平成５年に大学を卒業後は進路選択に際して

医療と小児科で迷いましたが、何となく小児科を選択しました。川崎医科大学小児科に入局後は血液・腫瘍の診療にあたり、造血

移植を極めるために徳島大学小児科で研修を積ませて頂きました。平成１２年から地元の広島に戻り、免疫学・小児血液学の研究、

従事しました。広島大学病院では１３年お世話になり、開業前には広島市立舟入病院に勤務し、小児救急医療に携わっていました。

医時代には城北医会の存在を知りながらも一度も会合に参加したことがなく、さらには会合の出欠ハガキすら投函した記憶があり

でしたが、開業が決まってから顔を出させていただいています。これまでのご無礼をお許しください。 

―当院の特徴、診療スタイルー 

当院は安芸郡府中町という、周囲を広島市に囲まれた地域にあり、さほど田舎でもなく、JR山陽本

線の駅すぐ、という立地条件はまずまずです。しかし、新規開業で区画整理直後なので、道路や建物

がナビも認識せず、建物の認知度がいまひとつです。 

当クリニックでは、小児一般疾患の診療および予防接種・乳児健診をさせていただいています。小

児科専門医以外に、血液専門医とアレルギー専門医を取得していますので、小児喘息や花粉症、そし

て食物アレルギーなどを得意としております。お困りのことがございましたらご相談ください。 

―趣味はレース観戦を希望－ 

若いころは、友人の５０ｃｃバイクを借りてミニサーキットでタイムトライアルをしたり、

一般道ではホンダＮＳＲ２５０R、スズキＲＧＶ２５０γに乗ったり、一般ドライバーには迷

惑なバイク乗りでした。現在も…と言いたいところですが、４人の子供に恵まれたおかげで

許されるわけもなく、モータースポーツといえば、子供と一緒にミニ四駆大会に出場したく

らい。許されればサーキットで観戦したいのですが… 

己紹介ー 
５年 川崎医科大学付属病院・小児科 

８年 徳島大学医学部付属病院・小児科 

１４年 日本学術振興会特別研究員 

１６年 広島大学病院・小児科 

２４年 広島市立 舟入病院・小児科 

２５年 向洋こどもクリニック 

属学会】 

小児科学会、日本血液学会、日本免疫学会、日本臨床腫瘍学会、 

小児血液・がん学会、日本小児救急医学会、日本アレルギー学会 

門医・指導医】 

科専門医、血液専門医・指導医、小児血液がん暫定指導医、臨床腫瘍学会暫定指導医、日本アレルギー学会専門医 


